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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は卵巣粘液性腺癌由来細胞株とヌードマウスの皮下移植モデルを用いて、PI3Kと

mTORの両阻害剤であるNVP-BEZ235(BEZ235)の有効性を検討した論文である。BEZ235添加に

より細胞増殖が著明に抑制されるとともに、アポトーシスの誘導が観察された。BEZ235と

抗がん剤の併用添加は細胞増殖抑制において相加以上の効果を示した。BEZ235経口投与は

皮下移植モデルの腫瘍発育を抑制した。したがって、卵巣粘液性腺癌に対してBEZ235が有

効であることが明らかとなった。 

本研究は新知見に富むものであり、その成果は婦人科腫瘍研究に貢献するとともに、学

術の水準を高めたものと認める。 

 

 2 


